
それでは、「アクセスログに基づくCiNiiに

よる本文提供とその利用状況の分析」と
題して発表します。 

筑波大学図書館情報メディア研究科の佐
藤翔です。 

1 



本発表の概要はこちらの通りです。 

2 



はじめに研究の背景と目的ですが。 

3 



本研究の目的は、CiNiiのアクセスログを
使って、CiNii自身および連携する他の

サービスが提供する、論文本文の利用状
況をあきらかにすることです。 

4 



皆さんご存知とは思いますが、CiNiiは収
録論文に、NII-ELSや機関リポジトリ等、そ

の論文の本文が読めるサービスへリンク
を張っています。 
今、赤枠で囲った画面下の部分ですね。 

5 



このリンク先の各サービスが、利用者の
どのような文献需要に応えているのかを
明らかにすることが、本研究の目的になり
ます。 

6 



さて、あらためてCiNiiですが、CiNiiをご存

じない方はもういらっしゃらないかと思い
ます。 
約1,500万件の学術論文情報を収録し、
多い時には月間約700万回、利用される、
日本最大の学術論文データベースです。 

7 



その最大の特徴は、書誌情報だけでなく
論文本文を提供している点です。 

今、画面に出しているのは実際のある論
文の本文提供情報を示したものですが、
まず国立情報学研究所自身が電子化し
たNII-ELSの論文をCiNiiは提供しています。
「CiNii論文PDF」というのがそれですね。 

さらにその他にも各大学等の機関リポジ
トリや、J-STAGE等の電子ジャーナルサイト
との連携により、NII以外の機関の論文電
子版にもリンクしています。 

8 



CiNiiがなかった場合、利用者はこれらの

サービスをそれぞれ検索・閲覧する必要
があり、時には存在する論文を発見でき
なかったりしたわけですが、 

9 



CiNiiによって、利用者は論文を一元的に
発見できるようになっている、いわばCiNii

は電子的な論文提供のハブとなっている
と考えられます。 

10 



実際、利用者調査でもCiNiiは主に論文本

文を入手するために用いられている、と
報告されています。 

また、機関リポジトリとの連携についての
研究から、CiNiiは本文を求める利用者を

効率的に機関リポジトリに導いていること
もわかっています。 

11 



このように、すでにCiNiiは日本の電子的

な論文流通になくてはならない存在であ
る、と考えられるのですが。 

12 



実際には、この各サービスとの連携がど
う機能しているのか、よく利用される論文
やサービスはどれか、といった詳細はこ
れまで報告されていませんでした。 

13 



そこで本研究では、このようなCiNiiを通じ

た本文提供が人々にどのように使われて
いるのかを、CiNiiのアクセスログに基づい
て明らかにしていきます。 

14 



続いて調査方法です。 

15 



本研究では2009年4月から2010年12月ま
での、CiNiiのアクセスログを対象とします。 
ただし、2009年10月の1ヶ月分については、

トラブルによりデータが消えており、分析
から除いています。 

16 



また、アクセスログの中にはCiNiiでの検

索行動等の記録も残っているのですが、
本研究の目的はCiNiiが提供した本文の

利用状況ですので、それに関わる部分の
み分析します。 

具体的には、今も表示しているこの書誌
画面、書誌データへのアクセスのログと、
下に表示されている各サービスへのリン
クをクリックした際のログを分析の対象と
します。 

17 



具体的な分析対象サービスはこの5つで
す。 
NII-ELSとは国立情報学研究所が電子化し

た学会誌や紀要論文を提供するサービス
です。 

その他に各大学の機関リポジトリ、医中
誌Web、J-STAGE、それにCrossRefへのリン
クがクリックされた場合を分析します。 

18 



これらのログに基づいて分析する内容で
すが、まず全期間分のログを用いて、5つ

の本文サービスへのリンクがクリックされ
た回数と、全クリック数における割合を分
析します。 

また、クリック数がどう推移するかも分析
しました。 

19 



さらに、書誌データへのアクセスと各サー
ビスのクリックの関係も分析します。 

20 



これは具体的には、書誌データにアクセ
スした利用者が、下に表示されたリンクを
クリックしたかどうか、表示されたリンクが
クリックされた割合はどの程度か、という
関係の分析です。 

21 



ただしこちらは各書誌データにどのリンク
が表示されていたか等も確認する必要が
あり、データ量が膨大になるため、2010年
12月の一ヶ月分のログのみ分析しました。 

22 



また、書誌データへのアクセスと各サービ
スの利用については、分野別の状況も分
析しました。 
これは論文掲載誌のNDL分類をNDLサー
チのAPIを用いて取得し、科研費の系単位
にまでまとめて行いました。 

23 



さらにその論文が学術雑誌に掲載された
ものか、紀要に掲載されたものかでも傾
向の違いを分析しました。 

こちらは機関リポジトリ検索サービス、
JAIROのAPIにより掲載誌の情報を取得し
ました。 
その関係で機関リポジトリに1本も論文が

収録されていない雑誌についてはこの分
析からは除いています。 

24 



では、分析結果をみて行きます。 

25 



まず各サービスの利用状況ですが、 

26 



これは各サービスへのリンクがクリックさ
れた回数の合計と、全クリック数中の割
合を見たものです。 

27 



ご覧のとおり、クリックの90%以上はNII-
ELSに対するもので、他のサービスとの差
は圧倒的です。 

28 



次にクリック数が多い、つまり本文の提供
数が多いのは機関リポジトリでした。 

29 



ただ、NII-ELSは最初からずっとクリック数

が多いのですが、機関リポジトリは最初
から多かったわけではありません。 

このグラフは各サービスへのクリックが占
める割合の推移を見たものですが、黄色
で示した機関リポジトリのクリック数は、当
初は医中誌Webに負けていました。 

しかし徐々にクリック数を伸ばし、現在で
は第2位のサービスです。 

機関リポジトリは徐々に利用を伸ばしてき
たと言えます。 

30 



次に2010年12月のログに基づいて、書誌

データへのアクセスと本文へのリンク、そ
のクリック状況の関係を見ていきます。 

31 



2010年12月中、書誌データに1回以上ア
クセスのあった論文は約230万件で、総ア
クセス数は約400万回でした。 

32 



これはそれらのアクセスのあった論文の
うち、各サービスにリンクが貼られていた
ものの件数と、その割合を示したもので
す。 

33 



ここで「リンク率」という言葉の説明をする
と、5つのサービスのどれにリンクがはら
れているかは論文によって異なります。 
例えば今、画面に出している場合ではJ-
STAGEとCrossRefにはリンクがありません。 

そこで対象論文中、各サービスにリンクが
貼られているものの割合を見たのが「リン
ク率」です。 

34 



表に戻ると、最もリンク率が高いのはNII-
ELSで、対象論文の6割以上でリンクがあ
ります。 
次いで多いのは医中誌Webへのリンク
で、4分の1以上となっています。 
他のサービスでは2-5%とリンクがあるも
のは一部です。 

35 



次に、これらのリンクが利用者にどれだけ
クリックされたのかを見てみます。 

この表はサービス別にリンクの表示回数
と、それがクリックされた回数、その割合
であるクリック率を見たものです。 

36 



クリック率とは言葉通り、表示されたリンク
がクリックされた割合です。 

リンクの表示回数はそのリンクが付与さ
れている書誌データの表示回数と一致す
るので、リンク率とはクリック数を書誌
データの表示回数で割った値です。 

37 



このクリック率を見ると、最も高いのはNII-
ELSでリンク数と共通なのですが、次いで
高いのは機関リポジトリでした。 

38 



リンク数とクリック率をあわせて考えると、
NII-ELSというのは本文提供の数、それが

利用される回数とも多いサービスで有る
のに対し、機関リポジトリは本文提供数は
少ないものの、少ない本文が利用される
割合は高いサービスになっています。 
この2サービスでCiNiiにおける本文提供
の大半を占めていました。 
 

39 



さらにここまでは複数のサービスにリンク
している場合も含めていたのですが、１つ
のサービスにしかリンクがない、「ユニー
クリンク」の状況も見ました。 
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ユニークリンクが多いサービスは他では
入手できない文献を提供している、という
こととになりますし、そのクリック率を見れ
ば「他にリンクがない」、つまり競争相手
がいない場合の利用状況がわかります。 

41 



これが実際にユニークリンクの割合を見
たものですが、NII-ELSで多いのはリンク数

自体多いので当然として、機関リポジトリ
も47%とリンク数が少ない中で半数近いリ
ンクはユニークリンクでした。 

機関リポジトリはほかにない文献を多く提
供していると言えます。 

42 



さらにユニークリンクのクリック率を見る
と、機関リポジトリはNII-ELSすら抜き、利
用者の半数以上がクリックしています。 
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このように、ユニークリンクのリンク率とク
リック率から、機関リポジトリというのは
CiNiiにおいて他にはないユニークな文献

を提供しており、それらがよく利用されて
もいるサービスであることがわかりまし
た。 
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次に分野別の状況を見ていきましょう。 

45 



まずこれは分野の概況です。 

右端に「リンク有り率」という新しい言葉が
出てきたのでその説明をしますと。 

46 



「リンクあり率」というのは、いずれか1つ

のサービスにでもリンクがある論文の割
合、です。 
1つもリンクのない論文が多ければ、リン
ク有り率は下がります。 

47 



このリンク有り率が、生物系、理工系では
それぞれ90%以上、80%以上とい一方で、
人社系の論文では40%程度、低くなって
います。 

人社系はどこにも本文がない場合が多い
わけです。 

48 



さらに特にクリック数の多いNII-ELSと機関
リポジトリについて詳細を見ると、まずNII-
ELSでは、全体の結果と同じく理工・生物

系でリンク率が高く、人社系で低くなって
います。 
一方、クリック率は人社系で90%と非常に
高く、理工・生物系は低くなっています。 

人社系では非常に高い文献需要があるこ
とがわかりますが、本文提供数は少ない
わけです。 

49 



一方、機関リポジトリではリンク率・クリッ
ク率とも人社系が最も高くなっていまし
た。 

このように、人社系の利用者はクリック率
が他分野に比べ高く、本文への高い需要
を持っていることがわかります。 
NII-ELSでの提供数は他分野に比べ少な

いのですが、その不足を機関リポジトリが
補っている、という結果でした。 
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結果の最後に、文献タイプ別の状況で
す。 

51 



ここでも主なサービスとしてNII-ELSと機関
リポジトリの状況を見ると、 
まずNII-ELSでは、雑誌論文でリンク率が8
割以上と高い一方、紀要論文では3割未
満でした。 

一方、クリック率が高いのは紀要論文の
方です。これは紀要の中に人社系の論文
が多数含まれている事の影響もあると考
えられます。 

52 



一方、機関リポジトリについてはリンク率・
クリック率とも紀要論文の方が高くなって
いました。 

53 



このように、文献タイプ別の結果からも、
NII-ELSでは弱い分野を機関リポジトリによ

る本文提供が補っている傾向がありまし
た。 
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最後に、本研究のまとめと今後の課題に
ついてお話しします。 

55 



本研究の目的はCiNiiからリンクされてい

る各本文提供サービスが利用者のどのよ
うな文献需要に応えているのかを明らか
にしていくことでした。 

56 



結果から、まず本文提供元として最も使
われているのはNII-ELSで、全クリック数の
90%を占めていました。これはリンク数自

体が多いことも一因ですが、リンクがク
リックされる割合も他のサービスに比べ高
くなっています。 

しかし最近では連携している各サービス
の割合も増えており、中でも機関リポジト
リの本文利用が徐々に増えていました。 

57 



機関リポジトリによって提供されている論
文は、数自体はまだ多くはないのです
が、半数近くはNII-ELS等の他のサービス
にはない、CiNii経由では機関リポジトリで
しか入手できない論文でした。 

それらの論文へのリンクを利用者がクリッ
クする割合はNII-ELS以上で、機関リポジト

リが需要の高い文献を提供していること
がわかりました。 
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分野・文献タイプ別に見ると、クリック率が
高い、すなわち本文が利用される割合が
高いのは人社系・紀要論文でした。 

さらにこの人社系・紀要論文というのは
NII-ELSによる本文提供が他に比べ少ない

部分なのですが、そこを機関リポジトリの
本文提供が補っていることも本研究から
明らかになりました。 

59 



今後の課題としては、機関リポジトリにより補
われているとはいえ、人社系の本文提供数
自体は依然、書誌情報があるものの40%程
度と不十分な状況にあります。 

人社系・紀要論文への強い需要の存在が明
らかになったことからも、CiNiiを通じた電子的

提供の一層の充実が不可欠であると言える
でしょう。 

人社系、そしてその中には紀要が多いという
点では、例えば中小規模・私立大学の紀要の
電子化を、クラウドリポジトリサービスを通じ
支援すること等が有効かも知れません。 
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発表は以上です、ありがとうございまし
た。 

参照文献はこちらにお示ししたとおりで
す。 
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